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研究成果の概要（和文）：日本、中国、韓国の上場企業の全要素生産性（TFP）の上昇率を計測し、TFP上昇率の
比較及び生産性ダイナミクスを分析した。分析の結果、日本、韓国の製造業のTFP上昇率の変動には、企業内部
におけるTFP上昇率の変動が大きな役割を果たしていることが判明した。日本企業に関して、AI、ロボット技術
の発展が生産性や事業所のダイナミクス、海外事業との分業体制に与える影響について分析を行った。その結
果、AI等の技術の導入は生産性を上昇させるが、雇用へのマイナスの影響は確認されなかった。 中国企業に関
しては、グローバル・バリューチェーンにおける上流に位置すること及び生産性等にプラスの影響を与えること
が判明した。

研究成果の概要（英文）：We measured the rate of increase in total factor productivity (TFP) for 
listed companies in Japan, China and South Korea, and compared the rate of increase in TFP and 
analyzed productivity dynamics. As a result of our analysis, we found that fluctuations in the rate 
of increase in TFP within firms play a major role in fluctuations in the rate of increase in TFP in 
the manufacturing industries of Japan and South Korea. 
We analyzed the impact of the development of AI and robotics technology on productivity, business 
dynamics, and the division of labor with overseas operations in Japanese firms. As a result, the 
introduction of advanced technologies such as AI was found to increase productivity, but there was 
no negative impact on employment. Regarding Chinese firm analysis, it was found that being located 
upstream in the global value chain has a positive impact on productivity.

研究分野：経済学

キーワード： 企業ダイナミクス　国際調達　生産性　ICT　AI　ロボット　グローバル・バリューチェーン　非関税障
壁

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は日本、中国、韓国における企業の生産性ダイナミクスにIT化と国際化の進展が与える影響に焦点を当て
て定量的に比較することが主目的である。研究の結果、日本、韓国の製造業のTFP上昇率の変動には、企業内部
の内部効果の変動が大きな役割を果たしていることがわかった。ただ、韓国の製造業のTFP上昇率は低迷してい
る。中国の製造業のTFP上昇率に関しては内部効果に加えて、TFPの高い企業の参入効果が重要な役割を果たして
いる。日本企業内部のTFP上昇率の向上にはAI、ロボットといった先端技術の導入が重要な役割を果たしている
ことが判明した。中国企業では国際化の進展が生産性の向上に寄与している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）国全体の生産性上昇は、研究開発投資、人的資本の蓄積、企業の国際化といった企業内部 
における生産性改善の努力のみならず、生産性が相対的に高い企業の参入と相対的に低い企業
の退出や、生産性が高い企業がより拡大し、生産性が低い企業が縮小する企業ダイナミクスのプ
ロセスによってももたらされる。欧米諸国を対象とした企業ダイナミクスに関する一連の研究
結果では、企業ダイナミクスが国全体の生産性上昇の約 5 割を説明する結果が得られている。
しかしながら、日本を対象として分析した一連の研究から、日本においては企業ダイナミクスが
生産性の上昇に大きな影響を与えていなかったことが判明している。また米国の研究では IT投
資が労働生産性の向上に大きく寄与したことを指摘されているのに対して、日本の研究では IT
投資が米国と比較して経済成長や生産性の上昇に大きく寄与していないことが指摘されている。 
 
（２）研究開始当初の既存研究においては、このような日本と欧米諸国（特に米国）と日本の結
果がなぜ異なるのか、その差異をもたらす要因は何か、企業ダイナミクスのプロセスと経済全体
の停滞の間にはどのような関係があるのか、IT 化の進展や国際化と企業ダイナミクスのプロセ
スにどのような関係があるのか等については解明が進んでいない状況であった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、IT化と国際化の進展に注目し、企業ダイナミクスがマクロ経済全体の生産性、
雇用創出に与える効果を日本、中国、韓国の企業データを用いて類似性と相違性を定量的に分析
することを目的とする。企業ダイナミクスに関する国際比較は OECDを中心に行われてきたが、
これらの研究には中国、韓国のような経済の発展段階の異なる国は含まれていない。本研究は、
企業ダイナミクスのパターンと影響が欧米とは異なる日本と、日本と類似の制度や産業構造を
持っている韓国、経済の発展段階等が日本、韓国と大きく異なる中国と比較することで、企業ダ
イナミクスの特徴を定量的に明らかにすることが目的である。 
 
（２）欧米の企業データを使用した研究では、国内企業がグローバル化に伴う国際競争にさらさ
れることで、生産性の高い企業の市場への参入、生産性の低い企業の市場からの退出が加速され、
国内マクロ経済の生産性が高まるというプラスの効果が確認されている。グローバル化が企業
ダイナミクスに与えた影響を日本、中国、韓国の企業を比較して分析する。特にグローバルバリ
ューチェーンへの参加が企業ダイナミクス、生産性に与えた影響を解明する。また貿易の自由化
の影響に関しては、従来の研究で分析対象とされてきた輸入関税削減・撤廃のみならず、水際で
の非関税障壁の撤廃や、国内規制も含む非関税措置の国家間差異の縮小も考慮に入れて、貿易障
壁のコストを計測する。 
 
３．研究の方法 
（１）日本、中国、韓国の企業レベルのデータを整備して、生産性ダイナミクスの計測、IT 化、
ロボットの導入、AI の導入が生産性、雇用、生産体制にあたえる効果を計測した。日本、中国の
企業、事業所レベルのミクロデータの取得が比較的容易である一方、韓国企業に関しては困難で
あるため、韓国企業に関しては上場企業のデータを使用して分析を進めた。その際、日本、中国、
韓国における全要素生産性（TFP）の上昇率のダイナミクスが比較可能となるよう、各国とも上
場企業のデータを使用し、その計測方法等も統一することで国際比較可能なデータベースを構
築した。 
 
（２）中国企業に関しては、関税のデータが利用可能であるため、企業レベルのデータとマッチ
ングすることによって、中国企業の詳細な輸出、輸入状況を把握することが可能となった。この
情報を利用して、中国企業のグローバルバリューチェーンにおける位置づけが当該企業の生産
性や当該企業の存続に与えた影響、ロボットの輸入が生産性等に与えた影響を分析した。加えて
アメリカにおける非関税障壁が中国企業の輸出行動に与えた影響について分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）日本、韓国、中国の上場企業のデータを使用して、1995 年から 2018 年の期間における企
業の全要素生産性の上昇率を、インデックス法を用いて計測した。その際、産出物および投入サ
ービスの価格に関して、日本産業生産性（JIP）、韓国産業生産性（KIP）、中国産業生産性（CIP）
データベースからの産業別デフレーターの情報を利用した。このように計測されたデータベー
スを使用して、日中韓の各産業における全要素生産性（TFP）の上昇率の比較及び生産性ダイナ
ミクスを分析した。推計結果によると、2000 年代における TFP 上昇率は製造業においては、日
本と中国が堅調である一方、韓国が低迷している。非製造業の TFP 上昇率に関して日本と韓国
は、上昇率は低いもののプラス基調にある一方で、中国はマイナス基調にある。加えて、日本、
韓国、中国の TFP 上昇率の生産性動学を分析したところ、日本、韓国の製造業の TFP 上昇率の変



動には、内部効果の変動が大きな役割を果たしていることがわかった。特に韓国の製造業の TFP
上昇率において内部効果の大きな低下が観察された。中国の製造業に TFP 上昇率に関しては内
部効果に加えて、参入効果が重要な役割を果たしていることが判明した。 
 
（２）日本の生産性動態に関する先行研究では、経済の生産性が伸び悩んでいる要因の一つとし
て、生産性の高い企業が市場から退出し、負の退出効果が生じていることが示唆されている。国
勢調査データと大規模なミクロデータを用いて、日本における負の出口効果の検証を行った。作
成された大規模ミクロデータを使用して生産性ダイナミクスを分析した結果、日本では実際に
負の出口効果が存在し、それが主に少数の生産性の高い企業の退出によってもたらされている
ことが示された。 
 

（３）生産性性動学の分析方法に企業グループの要因を加味することにより、『経済産業省企業

活動基本調査』のミクロデータを用いて、全要素生産性上昇を、単独企業及び企業グループの内

部効果・資源再配分効果に分解し、相対的な重要度を計測した。2000－2010 年では、企業グル

ープによる貢献が過半を占めていた。大企業の海外移転や国際化、商法改正、労働者派遣事業の

規制緩和などを背景に、グループ企業の内部効果、グループ内の再配分効果、所有構造変更を伴

う企業グループのシェア変化による資源配分効果が生産性上昇に大きく貢献した。2010−2018年

では単独企業が係わる効果が過半を占めたが、2000－2010 年に比べ減速した。減速の主因は、

所有構造変化を通じて企業グループの産業内でのシェアが変化することによる資源再配分効果

が大幅に減少したこと、グループ企業の内部効果と、企業グループ内の再配分効果が大幅に減少

したことによる。雇用の保障の程度が低い中小企業が含まれる単独企業間では市場競争を通じ

た淘汰が機能しており、企業グループ間、または企業グループと単独企業の間の資源再配分以外

の再配分は極めて停滞している。企業グループでは、M&A 等を通じて雇用を保障しながら労働の

再配分が行われている可能性がある結果が示唆された。 

 

（４）日本経済は IT 化で遅れており、IT 投資の生産性への恩恵を十分に享受していないこと、

これが生産性上昇の長期低迷につながっていることなどが先行研究によって指摘されてきた。

2020 年から始まった新型コロナウイルスの感染拡大で、日本経済はデジタルトランスフォーメ

ーション（DX）を強いられているが、DX が企業パフォーマンスに与える影響に関する日本での

先行研究は十分ではなかった。本研究は企業のデータを用いて、DX と企業パフォーマンスの関

係を分析した。主な知見は以下のとおりである；（1）IT への投資は企業の生産性と正の相関を

持ち、主な貢献はソフトウェアによるものである；（2）兼任の情報システム総括役員（Chief 

Information Officer, CIO）の設置は企業の生産性と正の相関を持つが、CIO と IT 投資の補完

的な関係は確認できない；（3）スマートフォンやタブレットのような新しい端末の導入と生産性

との直接的な関係は確認できない；（4）社内でのビックデータの活用と生産性向上の有意な関係

は確認できない；（5）ビックデータの活用の中でもサプライヤー企業とのデータの共有は、企業

の生産性と正の関係を持つが、カスタマーとの共有は生産性と負の関係を持つ可能性がある；（6）

日本本社の IT 投資は海外現地法人の利益率と弱い正の相関がある。 

 
（５）近年、人工知能（Artificial Intelligence, AI）のビジネスでの利用が広がり、AI が企
業のパフォーマンスにどのようなメカニズムで、どれほど影響するかに関心が高まっている。本
研究では、『経済産業省企業活動基本調査』、TSR の企業間取引データ、プレスリリースデータ、
IIP パテントデータベース情報などを用いて、企業の AI 導入が企業のパフォーマンスに与える
影響を分析する。自社の研究開発によって生み出される AI 関連特許導入に加え、取引先企業（サ
プライヤーとカスタマー）の AI 導入を通じた影響も分析する。また、AI による生産過程の効率
化（プロセスイノベーション）に加え、新製品の創出や既存製品の付加価値向上（プロダクトイ
ノベーション）も分析する。主な結果は以下のとおりである。 
① AI 関連特許は企業の生産性と正の相関があり、非 AI 特許よりも生産性との関係が強い。 



② 特許出願件数が減少し始めた 2009 年以降も、AI 関連特許と企業生産性の関係は強まってい
る。 
③ AI 関連特許は主に産業内で中間以上の生産性の企業の生産性に貢献する。生産性の低い企
業では AI 関連特許が生産性に負の影響を与える。 
④ 取引関係企業の AI 導入が当該企業の生産性に正のスピルオーバー効果をもたらすことは確
認できない。 
⑤ AI 関連特許は企業のプロダクトイノベーション、プロセスイノベーション、技術イノベー
ションのすべてに強く関係し、特に質の高い AI 関連特許はイノベーションに中期的かつ重要な
影響を与える。 
 
（６）産業用ロボット輸入が中国企業のパフォーマンスに与える影響を、中国の工業企業データ
ベースと税関データを使用して分析した。実証分析の結果、ロボット輸入は生産性について有意
な影響がみられなかった一方で産出量と労働者数については正で有意な影響があることがわか
った。貿易面に関して、ロボット輸入のある企業では輸出単価と輸出総額の増加が見られた。ま
た、当該企業については輸入単価の増加と輸入総額の減少が見られた。他方、企業のグローバル
バリューチェーンにおける輸出上流度指数と輸入上流度指数はロボット輸入の増加に伴いいず
れも減少したが、前者への影響がより大きいことから、ロボット輸入は企業がグローバルバリュ
ーチェーン上で担う業務の幅を広げることが明らかになった。 
 
（７）中国企業と関税データを用いて、グローバルバリューチェーンにおける中国企業の位置づ
けが、貿易の継続確率と市場における企業の存続にどのような影響を与えるかを検証した。その
結果、上流に位置する企業ほど、貿易活動をより容易に継続できることが示された。続いて、企
業の グローバルバリューチェーンにおける位置づけが企業の生存確率に与える影響を推計した
ところ、上流に位置する企業は、国内市場と国際市場の両方において企業の生存確率が高まるこ
とが判明した。これらの研究結果は、グローバルバリューチェーンへの参加だけではなく、その
位置付けも企業業績の重要な決定要因であることを示している。 
 
（８）中国企業アメリカへ出する際に、アメリカからの輸入拒否が企業の輸出行動に与える影響
に関する研究を実施した。分析の結果、輸入拒否は中国企業の市場撤退の可能性を高め、更に市
場への（再）参入を阻害する。しかし、輸出を継続することが出来た中国企業のケースでは、輸
入拒否は輸出量、価格、品質を増加させる。技術的要求事項の遵守は、市場参入を妨げると同時
に、特に発展途上国を拠点とし、技術的要求事項がより厳しい先進国へ輸出する企業の場合、企
業の能力向上と競争力強化の←に貢献する可能性があることが判明した。 
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